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【 目 的 】 福 島 県 に お け る 子 宮 頸 が ん 検 診 で は

直 接 塗 抹 法 [ 以 下 従 来 法 ] で 標 本 を 作 製 し て

い る が 、 他 県 で は 液 状 化 検 体 細 胞 診 (Liquid 15 

Based Cytology)[ 以 下 LBC 法 ] を 導 入 し て い る と

こ ろ も あ る 。 LBC 法 は 、 採 取 し た 細 胞 を 保 存

液 に 入 れ 、 専 用 の 装 置 に よ っ て 自 動 的 に 円 形

に 薄 層 化 し た 標 本 を 作 製 す る 方 法 で あ る が 、

従 来 法 は 細 胞 を 直 接 ス ラ イ ド ガ ラ ス に 塗 抹 す20 
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る 方 法 で あ っ て こ れ ら 処 理 が 不 要 で あ る 。

LBC 法 の 利 点 と し て は 、 不 適 正 検 体 の 減 少 、

標 本 の 塗 抹 範 囲 狭 小 化 に よ る 鏡 検 時 間 の 短 縮

な ど が あ る 一 方 、 高 額 機 器 の 設 備 や 消 耗 品 の

購 入 を 要 す る 。 そ こ で 、 LBC 法 と 従 来 法 と の25 

比 較 を 行 い 、 LBC の 問 題 点 に つ い て 検 証 し た

の で 報 告 す る 。  

 

【 対 象 お よ び 方 法 】 当 施 設 で 婦 人 科 検 診 を 受

診 し た 175 件 を 対 象 と し た 。 子 宮 頸 部 よ り 細30 

胞 を 採 取 し 、 従 来 法 を 施 行 後 、 同 一 ブ ラ シ を  

LBC 用 保 存 液 に 入 れ て 、 残 存 細 胞 を 回 収 し 、

LBC 標 本 を 作 製 し た 。 両 者 の 標 本 に つ い て 、

1 ． 標 本 の 適 否 、 2 ． 細 胞 形 態 の 差 、 3 ． 標

本 の 作 製 時 間 や コ ス ト な ど の 運 用 面 、 に つ い35 

て 比 較 検 討 し た 。 な お 、 LBC 標 本 は Thin 

Prep5000 プ ロ セ ッ サ ( 液 状 細 胞 診 全 自 動 塗 抹

機 ) で 作 製 し た Thin Prep 法 を 用 い た 。  

 

【 結 果 】 1 ． 適 正 検 体 の 基 準 は 、 従 来 法 が 扁40 
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平 上 皮 細 胞 8,000 個 以 上 、 LBC 法 で は 5,000 個 以

上 と さ れ て い る が 、 不 適 正 率 ( 数 ) は 、 従 来

法 で 2.9 ％ (5 ／ 175) 、 LBC 法 で は 17.7 ％ (31 ／

175) と 、 LBC 法 に お い て 不 適 正 検 体 の 発 生 が

多 か っ た 。 し か し 、 LBC 法 は 保 存 検 体 か ら の45 

再 作 製 が 可 能 で あ り 、 溶 血 処 理 や ブ レ ン ダ ー

に よ る 混 和 で 血 液 や 粘 液 を 除 去 し た 後 に 再 作

製 を す る こ と で 、 全 て 適 正 検 体 に す る こ と が

で き た 。 2 ． 異 常 細 胞 は ど ち ら に も 出 現 し て

い た が 、 LBC 標 本 の 方 が 細 胞 の 重 な り が 少 な50 

く 、 認 識 し や す か っ た 。 細 胞 の 大 き さ は 両 者

間 で 差 が な か っ た 。 3 ． LBC 法 の 検 体 処 理 能

力 は 1 機 器 に お い て 380 件 ／ 日 で あ り 、 処 理

不 要 の 従 来 法 に 比 べ て 所 要 時 間 が 多 く 、 専 用

保 存 液 、 フ ィ ル タ ー な ど の 消 耗 品 も 必 要 な の55 

で コ ス ト 高 で あ っ た 。  

 

【 考 察 】 LBC 法 で も 完 全 に 不 適 正 検 体 を 防 ぐ

こ と は で き な い が 、 血 液 や 粘 液 を 除 く 処 理 に

よ り 不 適 正 検 体 の 発 生 を 減 少 さ せ る こ と が で60 
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き る 。 し か し 、 手 技 が 煩 雑 で あ る た め 、 LBC

法 で あ っ て も 、 従 来 法 と 同 様 に 血 液 や 粘 液 を

充 分 に 拭 っ て か ら の 採 取 は 必 須 で あ る 。 細 胞

検 査 士 に と っ て の メ リ ッ ト は 、 LBC 法 は 従 来

法 よ り も 鏡 検 範 囲 が 狭 く 、 異 常 細 胞 の 認 識 が65 

容 易 に な る な ど 負 担 軽 減 が 図 ら れ る こ と に あ

る が 、 1 日 の 標 本 処 理 数 に は 限 界 が あ る し 、

費 用 が か さ む 点 が 問 題 で あ る 。  

今 後 、 LBC を 検 診 に 導 入 す る 際 に は 、 不 適

正 検 体 に 対 す る 効 率 的 な 手 技 の 確 立 、 大 量 に70 

検 体 を 搬 入 し た 場 合 の 運 用 、 鏡 検 時 の 細 胞 の

見 方 の 教 育 な ど 、 さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ

る 。  


